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III. 研究活動 

1. 研究部門及び附属施設 

進化系統研究部門 

形態進化分野 

遠藤秀紀（教授），濱田穣（助教授） 
毛利俊雄（助手），國松豊（助手） 
早川清治（技術職員） 
茶谷薫（教務補佐員） 
清水大輔（非常勤研究員） 
権田絵里，山本亜由美，小藪大輔（大学院生） 
 
＜研究概要＞ 

A) 東南アジアにおける哺乳類多様化機構の生物地理学
的解析  

遠藤秀紀 
タイ，ベトナム，ミャンマー，マレーシア地域の哺

乳類において，系統地理学的変異を遺伝学的・形態学的

に検討する. タイワンリス類，マメジカ類，リーフモン
キー類を用いて各群の地理的変異を把握し，形態と分子

から解析を試みる．とくにクラ地峡近傍では，集団がど

のように環境に定着しフィールド資源を利用している

かという観点から，適応的変異を形態学的に検討する．

咀嚼・食性，ロコモーション，繁殖などの機能性の高い

形質を取り上げ，表現型の多様性について新たな体系化

を行う． 
 

B) 霊長類における全身構造の完全三次元デジタル化と
運動機能の力学モデル構築 

遠藤秀紀 
マカカ類，類人猿類および比較のための食肉目を対

象に，運動様式における生体諸構造間の力学的関係をデ

ジタル空間座標で確定することを目指して，CTスキャ
ンとレーザースキャンにより，骨格のデジタル計測を進

める．まず頭蓋と前肢を題材に，適応戦略としての運動

機構を定量的に記述する．類人猿を対象に研究所の骨格

標本の付帯情報として，三次元形態学に適用できるデジ

タル形状情報を蓄積し，ウエブ環境において公開を開始

する． 
 

C) 霊長類遺体の総体的生物資源情報化のための国際協
力機構の創設 

遠藤秀紀 
材料採取によってサンプリング意欲を満たされる

昨今の学界において，霊長類遺体をトータルに「知の源

泉」と見る立場は失われつつある．あまたのプロジェク

ト化された予算執行が，即時的なサンプル利用ばかりを

実績として訴えざるをえなくなっていることが，その傾

向を助長している．結果，「経営の合理性のためにサル

の遺体を捨てる学界」という構図が見えてくることが危

惧される．そこで，ノイエス獲得の効率性に基づいて遺

体を捨てるのではなく，遺体から何ができるかを多領域

横断的に議論し，遺体研究の指針を確立しながら，実際

に研究を継承できる環境を作り上げるべく，システム作

りを進める．霊長類遺体の高度収納・情報化システムを

国際的に先導することを目標に，必要なインフラや情報

技術について，タイ，マレーシア，ベトナム，ラオスを

フィールドに検討を開始，恒久的遺体収蔵を視野に入れ

た国内外の強固な連携を図る． 
 

D) インドシナ半島およびバングラデシュに分布するマ
カクの系統地理学的研究 

濱田穣, 川本芳（集団遺伝分野） 
ベトナム・ラオス・タイ・ミャンマー・バングラデ

シュで，各国研究者との共同研究体制の下にアンケート

と巡回調査による分布・生息実態データの収集，および

一時捕獲調査によるサンプリング（タイ，ミャンマー）

を行なった．ラオスの北部と南部，ベトナムの中南部（ラ

ムドン，ワンナム省），中国南部（広西壮族自治区），バ

ングラデシュ東北部と東南部では，ペットや自由遊動群

よりマカクの形態・遺伝的資料を収集し，それらの分析

を行なった．特にベトナムではチャム島（本土から約

30km沖合い）で，カニクイザルとアカゲザルの中間的
形態を持つ個体群を見出し，それらから遺伝的資料を収

集した．タイの南部での捕獲調査では，基亜種

（fascicularis）のみならず，aurea亜種個体群からも資
料収集を行なった．これまでに蓄積されているタイ全国

からのカニクイザル形態資料から，基亜種の形態変異の

詳細が明らかにされ，これまでに提出されているクラ地

峡による南北グループの分化とそれぞれの進化史仮説

議論に重要な貢献をなしうるだろう．ミャンマーでは

aurea亜種カニクイザルとアカゲザル個体群より形態・
遺伝資料を収集した．同国からの由来の明確な資料にも

とづく研究はこれまでないので，今後の分析が待たれる． 
 

E) ニホンザルとチンパンジーの成長・加齢変化 

濱田穣, 茶谷薫, 鈴木樹理（人類進化モデル研
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究センター） 
ニホンザル 13頭の個体に関する縦断的観察を継続

するとともに，施設飼育個体 12頭と幸島自由行動群個
体 83頭より横断的成長・年齢変化資料を収集した．脊
柱の骨関節症の頻度・進行には，体格（とくに体重）や

運動量の影響が示唆されている．施設飼育群と自由行動

群個体の間で骨関節症の進行を比較すると，予想に反し

て後者で進行が遅い傾向が見出され，体格の影響が運動

量の影響を打ち消していることなどが考えられる．チン

パンジーの思春期成長に関して，体組成を含む年齢変化

の詳細が明らかにされつつある． 
 

F) タイワンザルとニホンザル交雑個体の形態学的検討 

濱田穣, 毛利俊雄, 國松豊, 茶谷薫 
外来種の固有種への交雑の影響を排除すべく，和歌

山県下でニホンザルとタイワンザルの交雑個体が駆除

されている．それらは霊長類研究所で，標本化され，外

観写真撮影・生体計測・体色測定・尾部の X線写真撮
影を行なって形態資料が蓄積され，骨格標本とされてい

る．その骨格から形態学的特徴の詳細を調査している．

分析によれば，尾長（座高で標準化した相対値）と尾椎

数（X線写真でのカウント）は，それぞれ 19.5-95.5％，
8-24個と著しい変異を示すとともに，それらの間にはひ
じょうに良い相関が認められた．相対尾長の最小・最大

値は，それぞれほぼニホンザルとタイワンザルの平均値

にあたり，標本個体には純粋な両種と両種間のさまざま

な程度の交雑程度をもつ交雑個体が含まれていること

が示唆される．また，皮厚や体格指数から，これらの交

雑個体の栄養状態がひじょうに良く，駆除されなければ

著しい人口増が予測された． 
 

G) 霊長類の頭蓋学 

毛利俊雄 
カニクイザル種群 4種のアダルト・オスについて頭

蓋計測による比較の結果をまとめた．カニクイザルと他

の 3種の差異が顕著であった． 
岩手県で，少数ではあるが，厩ザルとして保存され

ているニホンザルの頭蓋骨を計測した． 
 

H) 東アフリカ後期中新世霊長類化石に関する古生物学
的調査 

國松豊 
後期中新世前半は，ヒトとアフリカ大型類人猿の最

終共通祖先が生息していたと考えられる時代である．人

類の起源を探る上で極めて重要な時代であるにもかか

わらず，アフリカにおいてこの時代の霊長類化石はいま

だほとんど発見されていない．この空白を埋めるべく，

ケニヤ共和国の後期中新世化石産地ナカリで古生物学

的な野外調査を進めている．2006年度夏季の野外調査
では，ナカリから大型類人猿，小型狭鼻猿などの霊長類

化石を発見した．また，霊長類以外の哺乳類化石も多数

採集した． 
 

I) ベトナム第四紀霊長類化石に関する形態学的研究  

國松豊, 山本亜由美 
現在，オランウータンの生息域はスマトラ島とボル

ネオ島に限られているが，更新世においてはインドシナ

半島から華南にかけての大陸部にも生息していた．ベト

ナム北部の石灰岩地帯では，これまでに幾つかの洞窟か

ら更新世のオランウータン化石が発見されている．その

多くが保管されているベトナム考古学院を訪問し，ラ

ン・チャン洞窟などベトナム北部の化石産地から出土し

たオランウータン化石の形態学的調査をおこなった．同

時に，テナガザル化石についても観察と計測をおこなっ

た．この他に，日越調査隊が発掘した考古遺跡であるハ

ン・チョー出土の動物遺物のなかから霊長類遺物の選別

と調査を実施した． 
 

J) タイ王国中新統を対象とした古生物学的調査 

國松豊 
中新世中期～後期の大型類人猿化石を産出したタ

イ北部のチェンムアン炭田において古生物学的野外調

査を実施し，褐炭層より哺乳類化石を採集した．また，

同じくタイ北部のリー盆地にある中新世化石産地であ

るメーロンにおいて，粘土層を採取し，水洗によるふる

いがけをした．その結果，幾つかの小型齧歯類の歯牙化

石が得られた． 
 

K) Nacholapithecusの大臼歯におけるエナメル象牙境お
よびエナメル質微細構造研究のための資料収集 

清水大輔 
大臼歯エナメル象牙境およびエナメル質の微細構

造に関する形態学的研究はこれまで技術的な困難から

あまり行われてこなかった．しかし，エナメル象牙境の

形態は環境の影響を受けにくい形質であるとされてお

り，化石種の系統的な位置を考える上で重要となる．ま

た，エナメル質の微細構造は機能と密接に関連している

ことが最近の研究から示されている形質である．ナチョ
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ラピテクスは中期中新世にケニアに生息した類人猿で

あり，類人猿特有の形質とオナガザルにも見られる形質

をモザイク的に持っている種である．ナチョラピテクス

のエナメル象牙境およびエナメル質微細構造を明らか

にすることは中新世における類人猿の適応放散を考え

る上で重要である．ケニア国立博物館において（ナイロ

ビ，ケニア共和国）において中新世類人猿 Ncholapithecus
の歯冠計測，エナメルプリズム及びマイクロウエアの印

象を取得し，中新世類人猿の象牙質が露出していない上

顎第二大臼歯を pQCTで撮像した． 
 

L) 霊長類におけるエナメル質の微細構造と食性の関連 

清水大輔 
エナメル質の微細構造と食性の関連が注目を集め

始めているが，霊長類においては系統だった研究はまだ

なされていない．現生霊長類におけるエナメルプリズム

の構造と食性との関連を明らかにすることを目的とし，

ヒトを含めた．近縁種で食性の似ている種ではエナメル

プリズムの構造が似ている傾向が見られた．またそのう

ち，ヒト，ゴリラ，チンパンジーについては有限要素法

を用いて構造の違いによる硬さへの影響を解析した．こ

れによるとエナメルプリズムの構造は硬さに大きく影

響していることが示された． 
 

＜研究業績＞ 

原著論文  
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Mammal Study 31(1): 47-57. 

2) Endo, H., Sasaki, M., Kimura, J., Fukuta, K. (2006) 
Functional strategies of the hindlimb muscles in the 
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3) Endo, H., Hayashida, A., Fukuta, K. (2007) 
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4) Endo, H., Yonezawa, T., Rakotondraparany, F., Sasaki, 
M., Hasegawa, M. (2006) The adaptational strategies of 
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集団遺伝分野 

川本芳（助教授），田中洋之（助手） 
川本咲江（技能補佐員） 
川合静（大学院生） 

 Mohammed Mostafa Feeroz（外国人研究員） 
 

＜研究概要＞ 

A）ニホンザルの集団遺伝学的研究 

川本芳, 川合静, 川本咲江 
ニホンザルの生息全域調査をもとにミトコンドリ

ア遺伝子にみられる地域分化を明らかにした．分化の原

因が最終氷期前後の東日本における生息地域の変化に

あるというニホンザルの成立過程に関する新仮説を論

文として公表した． 
常染色体とＹ染色体のマイクロサテライト DNA変

異の検索を進め，下北半島の地域個体群で遺伝子変異性

が顕著に低下していることを明らかにした．ボトルネッ

ク効果の解析から，近年の狩猟圧による集団サイズ変動

よりもさらに古い時期の地理的隔離（おそらくは最終氷

期後の温暖化にともなう海進で起きた隔離）の影響が考

えられた．この結果を第 22回日本霊長類学会および日
本哺乳類学会 2006年度大会で発表した． 

早石周平氏との共同利用研究による屋久島におけ

るミトコンドリア遺伝子の研究成果を論文公表した．ま

た，赤座久明氏との共同利用研究による中部山岳地帯の

ニホンザルの研究成果を第 22回日本霊長類学会で発表
した（赤座氏の発表は最優秀ポスター発表賞を受賞）．

さらに，千田寛子氏らとの共同利用研究で山形県とその

周辺地域におけるミトコンドリア遺伝子の研究成果を

日本哺乳類学会 2006年度大会でポスター発表した． 
  農林水産省からの受託研究として進めたニホンザ

ルの個体群管理に向けた遺伝的モニタリング法の研究

成果を報告書にまとめて公表した． 
 

B）マカカ属サルの系統関係 

川本芳, 相見満（系統発生分野） 
Feeroz M M （Jahangirnagar大学） 
Hasan M K （Jahangirnagar大学） 

アッサムモンキーとアカゲザルの地域集団分化に

関する遺伝学調査の結果を論文公表した． 
7～9月にバングラデシュより Feeroz氏を外国人研

究員（客員）として招き，8月に Hasan氏も招いてアカ
ゲザルのミトコンドリア遺伝子に関する集団遺伝学的

研究を行った．バングラデシュ各地より収集した糞試料




